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第46回日本創傷治癒学会を開催するにあたって

この度、第 46 回日本創傷治 癒 学 会を 2016 年 12 月9日（金）～ 10日

（土）の会期にて開催させていただくこととなりました。歴史ある本学会の

大会長を務めることとなり、身の引き締まる思いです。

今を去ること 8 年前の事ですが、私が東京大学に赴任してきた時の最

初の院生が博士課程に進学した時に、自分の目標は創傷感染の基礎研

究を日本創傷治癒学会で発表することだと志を語ってくれたことを思い出

します。当時のこの学会は看護師の会員資格は準会員のみであり、看護

学の研究者はほとんど発表できない状況にありました。その後、時代の要

請とともに創傷治癒学の領域を医師による研究ばかりでなく、チーム医

療に関する臨床研究へと門戸を開いていきました。最近では、看護師、

PT などの発表も増え、本学会の多領域における医療者のプレゼンスも

上がり、看護師が準会員だった時を考えると隔世の感があります。領域を

越え若い研究者を育てる学会としての道を選んでくださった先達の理事

長、ならびに理事の皆様の先見の明に感服するとともに、心から御礼を申

しあげます。

本学術集会のテーマを、「創傷治癒学のインテグレーション－より学

際的に、より実践的に、よりグローバルに－」としました。前述した趣旨を

鑑み、創傷治癒学を推進する様々な学問分野、臨床分野がインテグレー

トされ、新たな地平線に臨むことを目指し、学際的に、実践的に、そしてグ

ローバルに創傷治癒学が発展することを推進するという強い意志を込め

ました。看護学から初めての学術集会長を担うのは重責ではありますが、

新しい息吹を創傷治癒学に吹き込み、インテグレーションを促進させて

いきます。そして、若手研究者 ・ 臨床家の発表を推進し、躍動する創傷治

癒学の深化を皆様とともに実感したいと思っています。

本学術集会ではロゴを作成いたしました。WH は Wound Healing の略

ですが、W は複数の楕円を重ねて、学際性を象徴する連携、協力を示し、

温かみのある Human をイメージした H の中にはグローバル化を意味する

地球が配されています。このロゴが表すような実りある学術集会を準備す

る所存です。
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また、本学術集会と同時開催として第 10 回東京

大学アドバンスト創傷ケアセミナーを開催いたします。

本セミナーは、スキンケアや創傷ケアに関心がある

臨床ナース、皮膚 ・ 排泄ケア認定看護師や研究者

向けに東京大学にて毎年開催してきました。非常に

最先端かつ高度な創傷ケアに関する知見を共有

するセミナーであり、本学術集会と同時開催するこ

とで新しい出会いがあることを期待しております。

会場は東京大学本郷キャンパスの安田講堂並び

に伊藤国際学術研究センターです。1925 年に竣工

した安田講堂は 2015 年に改装を終えたばかりで

あり、重厚な歴史と近代的な設備が融合した厳か

な雰囲気を佇ませています。アカデミックであり臨床

的である本学会の学術集会を、様々な歴史を見てき

た本学のシンボルにて開催できることを嬉しく思って

おります。また、伊藤国際学術研究センターは赤門

すぐそばに位置する煉瓦造りの建造物です。本学の

社会連携拠点として学問と社会をつなぐことを理

念におく本センターで、研究成果を社会に還元す

べく、大いにディスカッションしていただければと思

います。

12月の初旬は赤門と正門からのびる銀杏並木が

たいへん美しい時期です。どうぞ、皆様、会場まで

のひと時を堪能してください。皆様のご参加を心よ

りお待ちしております。
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WRRに会員の論文が掲載されました

会員の論文がWound Repair and RegenerationのVolume23 Issue No.6に掲載されました。論文名、会員の

著者は下記の通りです。

投稿規程に関しましては、Wiley Online Libraryの本ジャーナルホームページの右側にあるナビゲーション

バーより、<JOURNAL MENU> ⇒ <FOR CONTRIBUTORS> ⇒ <Author Guidelines>をクリックいただくか、

以下のURL先を直接検索窓にコピー＆ペーストして入手ください。

http://onlinelibrary.wiley.com/journal/10.1111/(ISSN)1524-475X/homepage/ForAuthors.html

なお、投稿方法については、円滑な審査を行うために、2004年度よりオンライン投稿を推奨しております。

青木　茂久 先生（佐賀大学医学部　病因病態科学講座）

「A new cell-free bandage-type artificial skin for cutaneous wounds」

P.819〜829

貝谷　敏子 先生（札幌私立大学 看護学部）

仲上　豪二朗 先生（東京大学大学院医学系研究科　健康科学・看護学専攻　創傷看護学分野）

飯坂　真司 先生（東京大学大学院医学系研究科　健康科学・看護学専攻　老年看護学／創傷看護学分野）

須釜　淳子 先生（金沢大学医薬保健研究域　保健学系臨床実践看護学講座）

真田　弘美 先生（東京大学大学院医学系研究科　老年看護学／創傷看護学分野）

「Cost-utility analysis of an advanced pressure ulcer management protocol followed by trained wound, 

ostomy, and continence nurses」

P.915〜921

仲上　豪二朗 先生 （東京大学大学院医学系研究科　健康科学・看護学専攻　創傷看護学分野）

飯坂　真司 先生（東京大学大学院医学系研究科　健康科学・看護学専攻　老年看護学／創傷看護学分野）

吉田　美香子 先生（東京大学大学院医学系研究科　ライフサポート技術開発学(モルテン)寄附講座）

真田　弘美 先生（東京大学大学院医学系研究科　老年看護学／創傷看護学分野）

「Microclimate is an independent risk factor for the development of intraoperatively acquired pressure 

ulcers in the park-bench position: A prospective observational study」

P.939〜947
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